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ア ジ ア 養 蜂 研 究 協 会

第 2回 AAA大会を

インドネシアで

(続報)

第 33回国際養蜂会議 (北京)期間中の9月

24日,円卓会議場でアジア養蜂研究協会の集

会を待ち,酒井会長,Wongsiri,Verma両副

会長ほか約 60名ほどの出席があって, 現況の

報告と,インドネシア大会の準備状況が論 じら

れた.

期待されながらも,実際の会費納入の少ない

現状を松香が報告 し,一層の協力を求めたが,

現実の問題としてはアジア各国内のそれぞれの

状況も異なり,特に外貨の送金については厳 し

いこともあって,まだしばらくの日和見が続 く

ことが予想される.その点でも,来年の第 2回

大会が関係者にとって役に立っような実績を示

すことによって,協会に参加する人たちも増え

ることになるだろう.

インドネシア政府は,林業省が標記の会議を

主催することを決定 し,係官 2名が8月に訪日

して打合せをするなど積極的である.着々と準

備も進んでおり,北京の会議では本格的なファ

ーストサーキュラーを配布 し,協会の集会にも

政府関係者 6名を含めて出席があり,熱心に勧

誘を行った.大会の概要は次の通りである.な

お,詳細は本年 2月に発行予定のセカンドサー

キュラーを参照されたい.

期 間:1994年 7月26-29日

7月25日に受付,26日には親睦を深める目

的を兼ねて見学旅行を行い,27日からセッ

ションを始める予定を考えている.

参加料金:当初 200USドルが設定されたが,

北京での話い合いで,高すぎるという意見が

強く,値下げを検討中.

使用公用語:英語

発表申込み:1994年 6月 1日以前に必着する

よう要旨 (英語,.300語以下)を提出する.

展示会:3×4mのスタンドが用意される (料金

未定).出展の問い合わせ,連絡は協会事務局

(ミツバチ科学研究所)まで.

宿泊設備等:会場となるガジャマグ大学周辺に

は,4屋クラスのホテルから,安いロッジま

で各種の宿泊施設が整っている.詳細はセカ

ンドサーキュラー参照.

ツアー:アジア養蜂研究協会事務局では,主催

者とも連絡をとりながら,ツアーを組む予定

である.ご希望をお寄せいただきたい.

主催者の連絡先:

Organising Committeeofthe2ndAsian

ApiculturalAssociationConference.

DirectorateAfforestationandSocial

Forestry,

MinistryofForestry,

ManggalaWananbaktiBuilding13F,

JL GatotSubrotoSenayan,

Jakarta10270Indonesia

FAX6221573-7092,または 573-8732

TEL 6221573-0182,または 573-0190

なお,アピモンディアの開発途上国養蜂分科

会 の代表 は, これ までのイ ン ドネ シアの

Soekartiko氏からN.Bradbear博士に交代が

決まった.同氏がその分科会で発表 した内容

は,今後のアジア養蜂の方向にも強い示唆を与

えると思われたので,同氏の許可を得て以下に

翻訳させていただいた.

(松番光夫)



養蜂の発展 と環境保全の

緊密な連係を目指 して

4年前のブラジルでのアピモンディア国際会

議において,私は養蜂と環境保全とはもっと強

く関係づける必要があると述べた.その後,所

属していた国際 ミツパテ研究協会 (IBRA)が方

針を変更 したため,私はそこから分離独立する

ことになり,BeesforDevelopment(発展の

ために蜂を)という組織を新たに設立した.こ

れは養蜂を地方の発展のための有効な手段とし

て捉え,その着及,振興を助け,引いてはミツ

バチとその生息地の保全を図ることを目的にし

た組織である.

本稿で私は養蜂の発展がなぜ環境保全に結び

つくのかということを要約 し,その目的で既に

始まっている活動と,これから行われるべき活

動についても述べたいと思う.養蜂がそれに取

り組む人々にどのような恵みをもたらすかとい

うことはここではふれないが,それは人々の固

有の文化,伝統が多様であるのと同じように,

蜂が彼らにもたらす恵みもまた土地により,人

により様々だからである.

養蜂の発展とはつまり,開発途上EElに住む

人々がミツバチを飼養する技術を持っことによ

り,かれらの生活レベルを向上させ,それを維

持できるように支援するものである.養蜂がう

まく行けば,それが続けられるように環境を守

ろうとする気持ちを自然に彼らの中から引き出

すことが可能である.

養蜂の発展 と環境保全の連係 :

･世界の経済最貧国で,都市以外の地域に住ん

でいる人々とは,言い替えれば自然環境の中に

暮らしている人々である.養蜂の発展はかれら

のためのものであるが,彼らにはやっても甲斐

のない養蜂であれば,あえてそれに取り組む時

間も資源の余裕もない.

･地方の人々をとりまく自然環境は生物的多様

性に富むことが多いが,その残された自然には

現在消滅の危機が迫っている.

･広範囲に行われている伝統的養蜂は,広く分
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布 している在来の植物に依存 している.

･熱帯林から持続して収穫可能な生産物の重要

性についてはしばしば専門家も言及するが,莱

際には環境に悪影響を与えずに収穫でき,且つ

高い市場性を持っ必需品は多くない.そのなか

で養蜂は数少ない経済性のあるものを生産でき

る活動であり,在来の昆虫 (ミツバチ,-リナ

シバチとも)と植物のみを活用しているのであ

る.

･養蜂家なら誰でも共感してくれると思うが,

蜂を飼うことを通 じて,我々の環境への尊敬の

念が育まれ,環境のしくみに興味を持つように

なる. ミツパテは特に西洋では,広く好まれて

いる数少ない昆虫なので,人々の興味をひきっ

けやすいメリットがある.

･地方を中心とした活動であるから,養蜂は

人々が地方から都会へ流入しようとするのをと

どめる経済要因の一つとなる.

･在来のミツバチの数を維持すれば,付近の作

物の花粉を確保することになる.作物の収量の

増加が望めるとなれば,経済的観点から人々の

ミツバチに対する関心も高めやすい.

近年,ブラジルの Kerr教授は保護を必要と

している300種のハ リナンバチへの注意を喚

起 しており,Verma教授はトウヨウミツバチ

の絶滅への懸念を示しておられる (本誌 貢

参照).これらの場合でも,そこに住む人々がこ

の種の蜂の価値を認めてくれれば,その保護対

策も進めやすくなるものと思われる.

進行中の活動 :

1989年のブラジルの国際会議以降, 歓迎す

べき,いくつかの新 しい取り組みが始まってい

る.

･ミツバチと樹木をテーマにした会議がヨーロ

ッパで数回開催され,森林と養蜂の関係者が参

加 している.関心を持っ人々の非公式なネット

ワークがつくられつつある.

･アジア養蜂研究協会をはじめとして匡=酎I勺な

組織がミツパテの保全は重要課題であり,強い

関心を持っていると表明している.

･森林で暮らす人々を対象にした新しい出版物
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が出され,伝統的な,森林の暮らしにもとづい

た蜂の飼養法を改めて紹介,奨励 している.

･持続可能な,発展のための養蜂を奨励,支援

する新 しい組織,BeesforDevelopmentの発

足に対し数多くの信頼と激励が寄せられた.

しかし,残念ながら国際的な先導的計画の成

功例として期待された熱帯森林行動計画から

は,予想されたほどの成果を見ていない.一般

的に大規模な提案は大きな解決をもたらしては

いないようである.むしろ,ある共通の目標に

対して数多くのグループが協調 しながら,小規

模な活動を進めていくうちに,確実な前進が見

られるのではないだろうか.

横のつなが りを強化する動き:

次に,さきにふれたこれらの活動に関心を持

つ人々を結ぶ非公式のネットワークについて,

それは実際どのようなものか,なぜ重要なの

か,何が出来るのか,あるいは,そのネットワ

ークで得たものをどの様に外にまで広げて行け

るのか,もう少し詳 しく説明したい.

今はまだ萌芽の段階であるが,もともとは昨

年オランダで開催された NECTARの会議,

｢ミツバチと樹木｣の出席者が中心 となり,

1992年に行われたタイ,西アフリカ, トリニ

ダードトバコの会議で提案された色々な考えに

ついて意見交換をしていこうとしている.

このネットワークは現場で働く人々の多様な

経験に着目し,その生の声,意見を多くの人に

明確に伝えることを目的とし,更にそれによっ

て政策決定者や資金援助組織への影響力を増す

ことを剛 旨している.

主な活動としては以下が考えられる.

1.ネットワークは各種国際会議や個々の通

信を利用して,力を注ぐべき計画はどれなのか

意見をまとめる.先ず第一歩としては,大きな

会議の場でこのネットワーク作りをその会議の

部会として認めるように働きかける.私は来年

インドネシアで開かれるAAAの大会に対 し,

｢養蜂の発展と環境保全｣というセッションを

開くことと,その会議には直接のミツバチ関係

者以外の人も参加できるようにと提案したい.

2.私たちの意見を明確に伝えられる出版を

続けなければならない.Svensson が著 した

BeesandTreesのような正式な報告書はもと

より,Beekeeping& Development誌でも継

続 して関係記事を載せて行き,ネットワークの

方針と活動についての最新の情報を伝えたい.

3.ネットワークは資金提供団体にたいし,秦

蜂を含む総合的な地方開発と自然の保全のため

の計画の実現に必要な資金の援助を行うよう働

きかけなければならない.｢養蜂の発展と環境

保全｣という関係を明確に示せるモデル計画き

選定し,これに的を絞って援助を要請する.

4.民間活動団体 (NCO)の自然保護関係組織

に対し,在来種のミツパテ,ハリナンバチ及び

養蜂についての関心を高めてもらうよう運動す

る.重要と思われるNGOをリストアップし,

共同して活動できるよう働きかける.

以上養蜂と環境保全とのつながりを強めるい

くつかの考えについて述べた.私たちは現時点

では,在来種の蜂を絶滅の危機に追いやった

り,新 しい病気を持ち込んで蔓延させたり,荏

来の植物に悪影響を与えたなどの,世界の蜂の

分布に対して人間が起こしてしまった破壊的な

活動を押しとどめるところには至っていない.

しかし,これまでの経験から多くを学び,全力

をあげて蜂の種の保存とその環境の保全に勉め

なければならない.このためには,そこに住む

人々が持続してその環境から収穫を続けられる

という点を踏まえた総合的な地方開発を進める

ことが重要であり,養蜂を中心にした開発こそ

はその最良のモデルとなりうるのである.

BRADBEAR,NtcoLA. HoneybeeScience(1994)15

(1):45-46. Promoting the link between

beekeeping development and conservation.
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ABUK (翻訳:榎本ひとみ,アジア養蜂研究協会)

Translationfrom themanuscriptforthePro-

ceedings of33rd 工nternationalCongress of

Beekeeping,Beijing(inpreparation).

本稿は第33回国際養蜂会議総集録 (準備中)用の

原稿を著者の許諾の得て翻訳したものである.


